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1 　研究の背景と目的

　石綿（アスベスト）は，繊維状天然鉱物で，日
本では過去に累計 1000 万トンが輸入され広く産
業利用された．2006 年には新規製造・使用・譲
渡等が原則禁止されたが，長い潜伏期間を経て発
生する健康被害は，過去に幾度も社会的問題とな
りつつも拡大し続け，ほぼ石綿曝露によってのみ
起こるといわれる中皮腫による死亡数は 2015 年
以降 1500 人超となっている 1 ）．今後懸念される
新たな石綿被害は，労働現場の職業性ばく露にと
どまらず，環境中に蓄積された有害物によって引
き起こされる「複合型ストック型災害」として，
学校校舎を含む既存の石綿含有建造物の改築・解
体や大災害時の倒壊建造物の瓦礫処理や片付け作
業においても懸念され，環境リスク低減対策は極
めて重要である 2. 3. 4. 5. 6. 7. 8）．今後予測される新た
な環境リスクを最小限にする上で，社会全体のリ
スクコミュニケーション推進が重要で，石綿環境

教育は必須である．しかし，石綿に関する教育は，
既存教材が乏しく，これまで学校教育では取り上
げられることが少なかった．
　榊原は，2015 年から，教員養成大学の複数の
授業においてアクティブ・ラーニング・プログラ
ムを導入した石綿環境教育を試行実践し，その効
果を検討してきた 8. 9. 10. 11）．また，自治体と大学
の連携市民講座等では，様々な年齢の市民の「健
康にかかわる空気環境問題としての石綿」につい
て講義やワークショップを重ね，その受講者から
も「子供たち（将来世代に）に直接伝えるべき」，

「学校で取り上げるべき」という声を多数聞いて
きた．
　本報告は，2015 年から 4 年間の主に教員養成
課程学生に向けて教材化した石綿環境問題につい
て情報や教育内容を整理し，その実践の概略と課
題について検討し，その上で，小・中・高等学校
現場において主体的な学びに資する効果的な授業
プランについて提案することを目的に行った教育
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実践的研究の小学校事例である．まずは，大学で
の授業成果や受講生の評価感想から，小・中・高
等学校での授業に活用できる内容を抽出検討し，
今回，小学校での実践を想定した授業プランを試
作した．小学校で実践し，授業受講者の感想文等
を分析することで，深い学びが実現されたかを検
証し，その結果をもとに，平成 29 年告示学習指
導要領における小学校カリキュラムにおける教科
等（社会科・体育科保健分野），学年の位置づけ）
を検討することとした．

2 　教員養成学部授業で取扱った石綿教育

⑴　教員養成大学での授業実践
　2015～2018 年度の教員養成大学教育学部 1，2
年の環境リスクを主題テーマとする現代的課題や
市民リテラシー共通科目として位置付けられた
90分/回×15回の集団講義形式授業で，石綿関連
は 90分/回× 6 回（当初は 7 回）で実施した．各
年度 2 枠の授業があり，総勢 310 名が受講した．
　授業の最初に「『石綿（いしわた・せきめん），
アスベスト（以下，石綿と記す）』のいずれかの
ことばを聞いたことがあるか」との問いに対し，

「一度も聞いたことがない」と答えた学生の割合
は 30％を超えていた．また，石綿に「発がん性
がある」「吸い込むと危険」といった特徴的な有
害危険性について知っていると記述した学生は，
いずれの授業においても 15％以下にとどまって
いた．授業ごとに，ほぼ毎回，受講者に授業評価
と感想をもらい，細かな授業改善を行った．
　石綿関連の授業構成（コンテンツ）は，以下①
～⑥である 12）．
①　石綿とは何か，特徴と産業利用，眼で観る石

綿繊維（ワークショップ）
②　石綿による健康被害と規制，リスク管理とは
③　学校と石綿，校舎・教材器具・周辺環境・学

校改修解体工事とリスク 4, 6 ）

④　震災と石綿，瓦礫処理，廃棄物，マスクの選
び方，装着の仕方（ワークショップ）

⑤　NPO 活動の紹介，マッピング調査（自主課
題調査）

⑥　私たちがこれからできること（提案と議論）

⑵　授業のために作成した教材モジュール（具体
的な提示資料，実習教材等）

　平成 20 年告示学習指導要領に準拠した小・中・
高校の教科書には「石綿」が記載されることはま
れで，一部の出版社の高校社会科教科書に 1 〜 2
行の記述を見る程度の取り扱いであった．講義で
使用する多くの資料を学術的文献や行政や産業界
や NPO らの発行する一次資料を抽出整理して，
授業用レジュメ（パワーポイント資料）を作成し
配布した．また，教員養成大学においてもアクティ
ブ・ラーニングが推奨されていたことから，講義
形式の授業ではあったがグループワークや観察
ワークショップ，ディスカッション，主体的な課
題発見と解決のための調査企画などを盛り込む工
夫を意識して，授業テーマ「」を設定し，作成し
た教材モジュール【　】を，以下ⅰ～ⅷに示す 12）．
本稿における教材モジュールとは，工業製品で例
えるとすれば複数の製品で共通に使える部品や組
立ユニットであり，ソフトウェア産業であれば大
きなシステムを構成する個々の機能を意味し，授
業テーマ毎に具体化させた教材制作物を意図する

（なお，本稿では各教材モジュールの詳細説明は
省略）．
ⅰ　「石綿とは何か，使用と健康被害と規制」の特

徴～石綿繊維を見てみよう～」：【ルーペや低倍
率顕微鏡で見える石綿含有建材観察標本セット】

ⅱ　「もしも 1 本の石綿繊維が見えたなら」：【石
綿繊維・花粉・PM2.5 の 5 万倍模型】

写真 1　石綿繊維の「微細」をイメージ化する教材

ⅲ　「石の綿と植物の綿を比べよう」：【多種類繊
維の標本セット】
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ⅳ　「学校にもある / あった石綿～石綿含有製品
を探してみよう～」：【写真資料集】6 ）

ⅴ　「震災と石綿，NPO 法人らの現地活動調査」：
【展示用資料，写真集】

ⅵ　「石綿建材マッピング調査」：【自主調査計画
のためのワークシート】

ⅶ　「マスクの選び方と効果的な装着」：【防じん
マスクワークショップ手順書】　

写真 2　大学授業：防じんマスクの
　　　　　　　選び方 /つけ方ワークショップの様子

ⅷ　【石綿と繊維観察セット（2017 年以降）】13）

⑶　学生による教育モジュール等評価と授業への
感想

図 1

　2015−2018 年度の 8 枠分の授業受講者の教育
モジュール等評価は図 1 の通りであった．また，
自由記述の意見や感想として下記のような内容が
多数認められている．

・	初めて知ったことばかりだった．
・	身近な環境にあることを，身をもって知った．
・	他者の意見を聞いて改めて考えると，考えの

選択肢が増えると気が付いた．
・	自分自身の関わりが実感できた．
・	周りの人へ知らせたい．一人ではできそうも

ないことが，多くの考えに刺激されて，それ
までになかったアイディアも浮かぶことが分
かった．

・	知らなければ予防できない．これからもっと
積極的に調べたり考えたりして，これから役
立てたい．

・	将来，教員になったら授業で教え，生徒に知っ
てもらいたい．

・	大学に入るよりも前に学びたかった．
・	一部の学生だけでなく，全体にやるべきでは

ないか．

⑷　大学授業における考察と課題
　石綿問題は多面的な課題が山積みで，解決困難
な問題である．しかし，将来教育現場において活
用される可能性を想定し，また，様々な専門分野
の学生が受講することを意識して，石綿問題に関
する情報を網羅的に収集し，時間をかけて丁寧に
取り扱うことで，石綿に関する知識の蓄積はある
程度達せられたと考える．身近な環境でもある学
校の石綿製品を教材にしたことも，学生の反応は
良い影響を与えたと示唆された．
　授業後の感想からは，実習やディスカッション
を伴う展開によって「自分の生活との関連」に落
とし込むことができる場面が伝えられた．特に，
アクティブ・ラーニングを重視して教材化を図っ
たことから，授業開始当初には興味関心がなかっ
た多くの学生からも，授業後の感想では自らのこ
とばで「自分にとってどのような意味があるの
か」，「これからどのように役立てようか」と，深
い思考や自らの行動変革を意図する強い言葉が散
見された．教員養成大学での石綿環境教育は，受
講者自身の学びにとどまらず，次世代の教育に反
映されると期待される．今回の取り組みは，環境
にストックされた石綿と既に顕在化した被害を理
解し，被害者支援や早期救済，曝露と被害を予防
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する視点を持つことに寄与したと考察した．また，
「大学に入る前に」も学校で取り上げるべき内容
であることを支持する声も聴かれた．
　大学授業においては，後半に実施する⑤石綿建
材マッピング調査後に，「この地域で震災が起こっ
たら自分や周辺の人たちのリスク低減に役立てら
れるかもしれない」というポジティブな認識を持
ち，各々主体的に調査地と方法を決め，調査後の
報告や討論で，学生らは，他者の調査方法や考え
方を知ることにより理解を深め，さらに新たな課
題を見つけ，解決に向けた意欲的な言葉を発する
ようになる．また，⑥私たちがこれからできるこ
と（提案と議論）では，「リスクはコントロール
できることを正しく理解し，広く伝えたい」，「将
来，自分が教員になった時には・・・」，「マスク
の選び方や装着の仕方を知ることは有益だ．いろ
んな授業を通じて教えたい」と記述する学生が多
くなる．
　ただし，大学ではなく一般の学校現場での取り
扱いにおいて残る課題は多く，最も大きな課題は，
学校での既存カリキュラムへの石綿の導入は容易
ではないということである．石綿問題は長く産業
界を中心とする労働衛生の問題とされてきたこ
と，2005 年の「クボタショック」以降でも特殊
な企業周辺のローカルな問題として扱われたこ
と，2006 年には原則全面禁止となっているため
にいずれは自然終息する問題と軽視されがちであ
ること等，2 万人を超える被害死亡者が確認され
ている 2019 年現在においても教科で扱われるこ
とがほとんどなく，学校で学ぶ機会がなかった内
容である．
　現職教員においても，石綿について自身の学校
で教えられる機会はなかっただけでなく，教員の
労働時間の忙しさをみれば，児童生徒に十分な知
見を提示するための情報収集や教材化，および教
育内容の検討のための時間的余裕はないといえる
であろう．そのような教育現場の状況において，
学校での石綿教育の普及のための方策として，教
員の学ぶ機会の創出，石綿教育をしている学校間
や NPO 等との交流やリスクコミュニケーション
能力を養う手法の開発，実践的検証と主体的な学
びにつながる授業プランの開発の必要性を認め

た．また，石綿教育内容とマッチする学校教育カ
リキュラム（教科や学年，学年進行等）との整合
性も検討し，一部には防災教育や特別教育に絡め
る手法を検討することとした．

3 　小・中・高等学校での授業展開

　市民講座や有志による授業研究会での石綿関連
講座等を実施した際に，学校での授業実践に関心
を寄せられた教員らとともに，学校への導入につ
いて意見交換した．
　本稿では，2019 年 9 月末までに実施された小
学校での事例を示す．
⑴　経緯
　石綿問題と大学授業での実践について，有志授
業研究会での石綿関連講話を経て，小学校での授
業実践について意見交換し，具体的導入を検討し
た．
⑵　小学校における授業実践の検討
　小学生向けの授業プラン「現代の火浣布＝石綿

（アスベスト）（ 1 時間）」を作成．〈実施後に加筆
修正された授業指導案は文末掲載〉
①　授業のねらい
・石綿（アスベスト）の存在を知る
・現在でも存在する石綿（アスベスト）の危険性

を理解する
・自分の身を守る一つの方法として，状況に応じ

てマスクを活用しようとする気持ちを高める
②　授業目標を定める．
③　石綿の特徴を想起するための素材の選定
④　火浣布（＝石綿）の性質や有効性を明確に示

す．
・体の中にずっと残り病気の原因になる→石綿の

健康被害→予防策としてのマスク
⑶　授業で話すときの参考資料等
・竹取物語：かぐや姫の出てくる話．作者不詳．

かぐや姫が何人もの男性から求婚されるが，無
理難題をふっかけ，結婚せず，月に帰る話．

・竹取物語『火鼠の皮衣』：現代語訳で紹介．は
じめてであう日本の古典『竹取物語』（今西祐
行編・小峰書房）には，「もえてしまった火ね
ずみのかわごろも」と記載．

・火浣布（かかんぷ）：①中国南部の火山に住む
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とされる想像上の動物，火ねずみの毛で織り，
よごれたとき火に投入するとよごれがとれると
伝えられる織物 14）．②火で浣（あら）う布の意．
よごれを洗いおとすため火の中に投げ込むと，
燃え尽きることなく，みごとにもとの白色をと
りもどすところから，この名がつけられた 15）．

写真 3　板書①竹取物語

写真 4　板書②平賀源内と火浣布

⑷　留意点
　石綿リスクについては，石綿リスクについての
子 ど も 向 け サ イ ト［FREA ～Freedom from 
Asbestos ～］16）を参考に以下の 4 点を考慮し，
授業に臨んだ．
・アスベストを吸入することで，数十年後に病気

になる可能性がある．
・アスベストを吸って病気になった人の多くは，

仕事で長い間吸っていた．
・アスベストを吸いこんでも必ず病気になるわけ

ではない．
・アスベストの治療は難しい病気を起こすことが

ある．
⑸　授業の様子，子どもの授業評価と感想
　授業の評価は図 2 の通りであった．

図 2

感想（自由記述）
（K, R さん）昔は，燃えない・水にも強いし，
くさらないし，安い火浣布があって，ほしいな
と最初は少し思いましたが，現代では石綿＝ア
スベストは体に害があることを知って，気をつ
けようと思いました．

（I, H さん）アスベストはとても小さくて，役
に立つなと思っていましたが．アスベストを
すってしまうと，数十年後に病気にかかるかも
しれないんだと思　いました．とっても大事な
ことを教えてもらいました．マスクはとても大
事だと思います．

（K, S さん）アスベスト自体を使ってはいけな
くなるのではないかと思います．みんなが健康
でいられないので，アスベストが使われている
ような古い建物はこわいです．

（H, Y さん）わたしは，古い建物の中にたくさ
んの石綿（アスベスト）が入っていることを知
りませんでした．わたしは，そのアスベストが
体に入ってはい　けないことを知りました．そ
れで，数十年後に病気になる可能性があると聞
いて，ちょっとこわくなりました．先生の授業
をやってよかったです．

（N, H さん）私は平賀源内が火浣布を作ったこ
とを初めて知りました．火浣布があると聞いて，
すごく勉強になりました．石綿＝アスベストの
ことを聞いて，これもすごく勉強になりました．



− 14 −

深い学びに資する石綿環境教育のための教材モジュール作成と教育実践的研究Ⅰ

（N, H さん）アスベストはマスクなどで予防す
るといいけれど，普通のマスクだと薄い．防塵
マスクは普通のものよりも高く，100～300 円ほ
どするけれど，命を守るには安いと思う．

（H, N さん）火浣布は昔はものすごく安心され
ていたのに，今では体に害があるとは驚いた．
アスベストをすってしまってから数十年後に病
気になる可能性があることを知って，すぐに病
気になるのではないんだなぁと思いました．ア
スベストのことを知れてよかったなぁと思いま
した．アスベストがどんなものなのかよくわ
かった．

（S, M さん）家族でアスベストについて話し
合ってみたいと思いました．避難グッズの中に
防塵マスクを入れて，家が壊れたときに，マス
クをつけて逃げようと思いました．

（M, Y さん）石綿＝アスベストは，今日の授業
で初めて知ったけれど，とても危険なことがわ
かりました．工事現場はアスベストがとんでい
ることがあるかもしれないから，注意していき
たいと思いました．

（S, T さん）この授業で，火浣布と平賀源内を
知って，アスベストが体に害があることを知り，
とても勉強になりました．火浣布のすごさや特
徴も知りました．平賀源内は，すごい発明家だ
とわかりました．

（D, T さん）アスベストは今では使われていな
いことがわかりました．石綿をすうと数十年後
に病気にかかる可能性があるからです．石綿は
小さいので，こわいなと思いました．だけど，
防塵マスクという特殊なマスクで守れるそうで
す．いろいろなことがわかってよかったです

（T, Y さん）火浣布の授業をやって，ぼくは，
石綿はとても危険な石だと思いました．でも火
浣布は熱にも強いけれど，すごく害のあるもの
だとわかり，びっくりしました．石綿は普通の
石のようで，糸のようにほぐせるなんてすごい
なと思いました

⑹　授業者の意図と授業評価
　石綿の問題は，過去の問題ではなく現在も続い
ている重要な環境問題と考えている．そして，将

来に生きる子どもたちが知っておくべき情報であ
ると考え，石綿の授業化に取り組んだ．その際，
石綿を知らない小学生が興味関心をもって主体的
に考えるための教材として，竹取物語と平賀源内
を取り上げ，たのしい授業となるように構想を
練った．子どもたちからの授業評価もよく，授業
では意欲的に発言する姿を多く見ることができ
た．そして，便利とされてきた火浣布が，現在で
は重要な環境問題になっている事実を知らせ，東
日本大震災や 9 . 11 世界同時テロでもその危険性
があったことに触れた．同時に防じんマスクなど
の活用で身を守る対処法があることを丁寧に説明
することで，不安だけをあおらないよう留意した．
子どもたちからの感想からも，今回の授業が石綿
の危険性について理解できたと考える．
⑺　平成 29 年告示学習指導要領における教科・

領域の検討
　本実践は，小学校の体育科（保健 5 年）病気の
予防（環境）を想定し検討したが，そのほかに社
会科 5 年環境とわたしたちのくらし（公害）にお
いても，身近な大気環境汚染事例として取り上げ
ることが可能と学習指導要領から判断された．

4 ．小学校教育実践についての考察，およびまとめ

　石綿の問題についての初対峙の場面として，学
習者である小学生の「知りたい」という知的欲求
を促しつつ，「深い学びを実現する授業と学習活
動」とはどのような姿なのであろうかと模索しな
がら実践した小学校体育科（保健）での「現代の
火浣布＝石綿（アスベスト）」授業は図 2 の通り
好評であった．具体的には，石綿についての学習
者における新たな情報や知見を，「竹取物語」に
出てくる「火鼠の皮衣」や平賀源内の「火浣布」
の話題と身近な経験や体験に基づく科学的イメー
ジを結び付けながら理解し，課題の大きさや深さ
を推測し，他者の多様な思考を交差させることで
より深い思考を生み出し，自らの健康問題として
とらえて防じんマスクの有用性評価という観点で
習得知識の体系化・概念化・応用化プロセスを含
む感想を各々に提示した．
　「深い学び」の「深い」とは，何を意味し，ど
のように測られるものであろうか．「深い学び」
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とは「各教科の特質に応じた『見方・考え方』を
働かせながら，知識を相互に関連づけてより深く
理解したり，情報を精査して考えを形成したり，
問題を見出して解決策を考えたり，思いや考えを
もとに想像したりすることに向かう学び」である
と，文科省の中央教育審議会の答申ではまとめら
れている（平成 28 年 12 月 21 日）注 1 ）．この答申
では，「予測困難な社会の変化に主体的に関わり，
感性を豊かに働かせながら，どのような未来を
創っていくのか，どのような社会や人生をより良
いものにしていくのかという目的を自ら考え，自
らの可能性を発揮し，よりよい社会と幸福な人生
の創り手となる力を身につけられるようにするこ
とが重要である」とも示している．現実的な課題
において，「各教科」で括りきることが困難な課
題は少なくなく，石綿の問題は世界で長く認識さ
れながらも未だ解決できていない問題であり，現
在でも石綿建材を残す学校も少なくなく，相当に
扱いづらい問題であった．「各教科」の単元授業
のようには扱えなかったことが強く推認される点
でもある．
　大学での石綿授業の後半に実施する石綿建材
マッピング調査では，「この地域で震災が起こっ
たら自分や周辺の人たちのリスク低減に役立てら
れるかもしれない」というポジティブな認識を持
ち，各々主体的に調査地と方法を決め，調査後の
報告や討論で，学生らは，他者の調査方法や考え
方を知ることにより理解を深め，さらに新たな課
題を見つけ，解決に向けた意欲的な言葉を発する
ようになる．⑥私たちがこれからできること（提
案と議論）では，「リスクはコントロールできる
ことを正しく理解し，広く伝えたい」，「将来，自
分が教員になった時には……」，「マスクの選び方
や装着の仕方を知ることは有益だ．いろんな授業
を通じて教えたい」と述べる．
　本稿で示したような石綿教育内容と教材モ
ジュールを用いた授業実践では効果が得られるこ
とを示すことができた．しかし，最近の大学生の
6 割以上が石綿をほとんど知らず，比較的若い教
師においても目の前の児童生徒の石綿に関する

「学ぶべき内容」を精査できないのが現状況であ
ることから，教師自身の石綿についての深い学び

と理解が不可欠であろう．そのためには，教員養
成大学において学ぶ立場にある大学生に対して，
石綿教育を行うことは肝要である．
　それでもなお，その学習者が将来学校現場で石
綿についての教育を行おうと考えた場合には，大
学とは異なり，学年や教科・領域との関連が示さ
れなければ取り扱いづらい内容となる．各学習コ
ンテンツを，45 分×2 ～ 3 回の内容で授業プラ
ン化し，提示することで，児童・生徒や学校の実
態に応じ，学校カリキュラムに合わせた学習内容
の分割と取り扱いについての可能性が広がるであ
ろう．また，学校における「カリキュラム・マネ
ジメントの推進」という観点を積極的に取り入れ
るのであれば，実際に目の前にある現代的な課題
としての石綿問題について，教科等横断的な学習
構成（複数の教科・領域の融合授業）や特別活動
や防災（減災）教育においても効果的な側面が示
唆される．例えば，繊維状鉱物という観点では，
理科（岩石・鉱物学，地球化学・地球物理学），
材料としての観点では技術科，住居・校舎といっ
た身近な生活空間の快適性ならば家庭科・家政学，
公害問題・地域社会問題を切り口にするならば社
会科，石綿による環境汚染・廃棄物・労働と健康
であれば今回のような保健領域といった教科領域
に該当する．実際に，平成 29 年告示学習指導要
領により改訂された高校保健体育教科書には，ア
スベストの記述が加えられたものもある．注 2 ）

　さらに，石綿教育の充実のためにも，活用可能
な地域の人的・物的資源等の活用，専門家の支援，
NPO 活動への参加手法等の情報共有も重要であ
ろうし，それらの学習活動がさらなる学校と社会
をつなぐ活動への展開にも期待が広がる．そうい
う意味においても，各学校におけるカリキュラム・
マネジメント文化が醸成されることで，著者らが
充実化を図ってきた個別の石綿教育コンテンツの
再構成展開も可能となろう．大学用の石綿授業プ
ランは，今後，現職教員のための研修も含め，多
様な対象に向けた石綿の環境と健康リスク教育に
応用できると考える．
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